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論文内容の要旨
反強似合l'生Mn合金中の NMR を液体ヘリウム温度で行なった。体心立方Cr-Mn合金中のMn55 の核
スピン格子緩和時間は、常磁性体心立方Ti-V 、 V-Cr 、 V-Mn合金中のV 51 及び'Mn 55 のそれと l司
じ機構で説明きれる。一方、ガンマ相Mn金属における Mn 55 の内部磁場は非常に小きく、通常の鉄朕
遷移金属、特に Mn元素の内部磁場に加えて、かなり大きな正方[ÍlJの成分を持った内部磁場を考える必
要がある。ガンマ相Mn を合金にする事により、それらの大きな正方 [ÎIJ の内部磁場の成分は、ガンマキ日
Mn 金属自身の性質で、その性質は合金を作る事によって他の原子に置換すれば、急速に失なわれる
ものである事が理解された。
論文の審査結果の要旨
本論文におし、て竹中君な反強磁性を示す各種のMn合金、すなわち b. c . c の Cr-- Mn令金、および
f • c • c (あるいは f • c • t )構造を示す各種の合金について、組織的に広い濃度範囲にわたって N
MRの研究を行った。この実験においてはそれぞれの合金中のMnの内部峨場およびスピン格子緩和時
間T1を測定し、中性子散乱のこれまでの結果と比較して、これらの合金中のMnの電子状態について興
味ある知見を得ている。反強磁性介金についての NMRは実験の困難きによると思われるが他に殆ん
ど例はなく、この研究は中性子の実験、静的な磁性の測定のみでは得られない重要な知見を与えてお
り、 Mn の合金の磁性の本質の解明に有用な貢-献をしたものと考えられる。
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